
岡和43年 6月 10日
月 刊（毎月10日発行7ひさあ（震？議会易会見）第154号(1) 

町内交通の今昔

相
題
写
真
に
見
ら
れ
る
H

人
力
車
H

は

明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
交
通
機
関
の

花
形
で
あ
っ
た
。

昭
和
生
ま
れ
の
人
た
ち
に
、
人
力
瑚
と

い
え
ば
、

「
無
法
松
の
一

生
」
の
映
闘
で

見
ら
れ
た
、
あ
の
人
力
聴
を
思
い
出
さ
れ

る
程
度
で
あ
ろ
う
。

こ
の
人
力
車
は
、
日
本
人
の
発
明
に
か

か
り
、
一
，リ
キ
シ
ヤ
」
の
名
で
ほ
界
的
に

知
ら
れ
、
海
外
に
輸
出
さ
れ
て
い
た
。

明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
糸
魚
川
ま

で
の
鉄
道
馬
車
、
舟
見
通
い
の
乗
合
馬
車

な
き
あ
と
、
こ
の
人
力
車
は
、
町
内
、
ま

た
は
そ
の
近
郊
へ
の
交
通
機
関
と
し
て

そ
の
威
力
を
発
揮
し
た
。
隣
県
、
新
潟
県

は
上
路
村
の
奥
に
あ
る
橋
立
会
山
（
今
は

雌
坑
と
な
っ
て
い
る
〉
に
ま
で
、
市
振
亦

崎
か
ら
二
人
び
主
で
、
山
路
を
そ
れ
こ
そ

人
力
で
登
っ
て
い
っ
た
も
の
だ
。
こ
れ
は

橋
立
金
山
の
産
金
量
花
や
か
な
り
し
頃
の

話
さ
て
、
こ
の
人
力
車
は
、

国
頭
で
も
ふ

れ
た
よ
う
に
、
明
治
二
年
（

一
八
六
九
年
〉

に
、
和
泉
要
助
、
鈴
木
徳
次
郎
ら
が
、
横

浜
の
西
洋
馬
車
を
見
て
お
も
い
つ
い
た
発

明
で
あ
る
。
人
を
の
せ
、
入
力
で
ひ
く
二

く
る
ま

輪
車
、
グ
人
力
n

、

n
俸
H

、
H

力
事
H

と
も
い
っ
た
b

ウ
マ
よ
り
も
人
間
の
労
力

の
得
や
す
か
っ
た
日
本
の
状
況
を
反
映
し

て
全
国
に
普
及
し
、
関
東
大
震
災
ま
で
、

大
い
に
流
行
し
た
。

当
時
の
高
級
官
史
、

官
綴
は
、

自
家
用
を
持
っ
て
、
お
か
か
え

の
車
夫
に
ひ
か
せ
た
も
の
で
あ
る
。
ζ

の

人
力
車
が
そ
し
て
ま
た
、
中
国
、
東
南
ア

ジ
ア
に
さ
か
ん
に
輸
出
さ
れ
、
外
貨
在
か

く
得
し
た
も
の
ど
。

前
で
は
、
役
場
前
十
字
路
、
泊
病
院
へ

い
く
道
路
、
い
わ
ゆ
る
辻
（
つ
じ
）
（
誠

事
・
堂
時
計
店
の
あ
る
と
こ
ろ
）
に
人
力
車

の
屯
所
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
、
何
と
云
っ

て
も
花
柳
界
の
キ

ν
イ
ど
こ
ろ
の
乗
用
が

多
く
、
従
っ
て
神
田
新
地
の
入
口
門
内
東

側
に
も
屯
所
が
あ
り
、
ま
た
泊
駅
乗
降
客

を
目
あ
て
の
屯
所
は
、

ムマ
の
金
井
洋
品
店

の
建
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
紺
の

紳
天
に
同
色
の
腹
か
け
、
そ
し
て
同
色
の

今
で
い
う
シ
ョ
ー
ト
バ
ン
ツ
で
、
紺
の
マ

ン
ジ
ユ
笠
で
、
威
勢
の
い
い
車
夫
は
客
を

待
っ
て
い
た
。

こ
の
人
力
車
も
、
昭
和
は
十
年
頃
に
町

か
ら
盗
を
消
し
て
い
っ
た
。
今
日
、
泊
駅

を
中
心
に、

地
鉄
バ
ス
は
四
通
発
達
し
、

〈
イ
ヤ
1
は
町
を
疾
走
し
、
自
家
用
車
は

列
を
つ
ら
ね
て
走
り
ま
わ
る
現
代
へ
と
交

通
機
関
は
一
変
し
て
い
っ
た
c

か
つ
て
の
交
通
の
花
形
で
あ
っ
た
人
力

車
と
い
え
ど
も
、

当
時
は
庶
民
の
手
の
凪

く
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
町
の
医
者
か

柳
田
新
地
の
芸
者
あ
た
り
は
よ
く
利
用
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。
医
者
と
い
え
ば
、
泊

中
町
に
開
業
し
て
い
た
吉
益
東
洞
は
、
大

兵
肥
満
な
・体
駆
を
人
カ
寧
に
托
し
て
、
息

家
に
診
・
娯
に
い
か
れ
る
盗
は
よ
く
見
受
け

ら
れ
た
。

そ
れ
に
く
ら
べ
て
、
今
日
の
川
ス
、
ハ

イ
ヤ
ー
の
利
用
は
、
ぞ
れ
こ
そ
、
一
般
庶

民
の
起
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
交
通
に
対

す
ゐ
利
用
度
の
そ
れ
も
、
ま
さ
に
今
背
の

路
、
う
た
た
漂
い
も
の
が
あ
る
。

（九
里
道
守
）
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名

勝
所

在

地

管

理

者

さ

能
川
郎
繕
の
南
〈

一
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
）
笹
川
を
の
ぼ
っ

て
行
く
と
一
選
布
に
遺
す

し
つ
句
干
が
た
き

る
。
こ
の
滝
を
「
七
重
荷
」

と
レ
ぅ
。
滝
は
七
瀬
に
な
っ

て
、
あ
る
い
は
白
布
を
さ
ら

す
が
仰
く
、
あ
る
い
は
玉
と

停
け
花
と
散
る
よ
う
に
療
を

か
え
て
た
主
り
落
つ
る
蟻
は

正
に
景
観
で
あ
る
。

往
古
か
ら
風
流
入
や
ハ
イ

カ
ー
遠
の
い
こ
い
の
場
と
し

て
、
ま
た
秋
は
紅
撲
を
賞
で

て
、
こ
の
あ
た
り
に
枝
を
ひ
く
者
が
跡
を

絶
た
な
い
。
〈
教
育
委
員
会
）

あ（票？語議長易会·~） 第154号

境
関
所
史
を
発
行

た
だ
い
ま
予
約
受
付
中

嫌
関
所
（
箱
綬
の
関
所
の
二
一
倍
の
規
槙

本
邦
最
大
の
雄
藩
加
賀
百
万
石
の
関
所
〉

七

重

滝

朝

日

町

笹

川

六
六

笹

川

地

区

が
鵬
人
さ
れ
て
、
こ
と
し
で
百
年
に
な
り

ま
す
。
町
で
は
こ
れ
を
記
念
し
て
、
明
治

百
年
祭
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
境
関

所
史
を
発
行
し
ま
す
。
発
刊
は
十
月
の
予

定
で
す
が
い
ま
予
約
中
で
す
。

こ
の
本
は
A
五
版
約
三
ニ

0
．R
、
五

O

枚
余
の
写
真
が
抑
入
し
て
あ
り
、
題
字
は

元
前
田
百
万
石
務
主
十
六
代
前
田
利
達

氏
、
序
文
は
日
本
側
所
の
品
目
権
威
大
・
品

延
二
郎
文
学
博
士
が
執
筆
さ
れ
ま
し
た
ω

制
布
価
は
、
送
斜
は
別
、
印
刷
実
質
の

五
百
円
で
、
限
定
出
版
い
た
し
ま
す
。
予

約
の
受
付
は
七
月
三

O
日
ま
で
、
予
約
以

外
は
入
手
困
難
と
思
い
ま
ず
か
ら
、

早
め

に
申
込
み
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
い
こ
と
は

教
育
委
員
会
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
．た
さ
い

世
話
申
込
み
は
受
け
ま
せ
ん
。

（
教
育
委
員
会
）

N
H
K
受
信
料

免
除
基
準
改
正

日
本
放
送
協
会
の
欣
送
受
信
契
約
が
改

正
さ
れ、

こ
れ
に
伴
な
い
、
受
信
料
免
除

基
地
中
が
次
の
と
お
り
改
正
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
設
当
の
方
は
民
生
眼
へ
ご
述
絡
く

ど
さ
い
。

O
受
信
契
約
改
正
要
点

ラ
ジ
オ
受
信
ど
け
の
「
乙
契
約
」
が
廃

止
（
受
信
料
不
嬰
）
と
な
り
、
白
川
知
テ
レ

ビ
ジ
ョ
ン
設
置
の
「
普
通
契
約
」
と
、
カ

ラ
l
’
Tν
ビ
ジ
ョ
ン
設
置
に
よ
る

「
力
ヲ

1

契
約
」
の
ニ
楠
矧
と
な
っ
に
こ
と
。

O
受
信
料
免
除
要
約

八
全
額
免
除
V

①
生
活
保
護
の
扶
助
ま
た
は
、
ら
い
病
予

防
法
に
よ
る
援
助
を
受
け
て
し
V

る
契
約

者。

①
身
体
脈
留
者
手
帳
を
所
持
す
る
間
部
者

を
世
傍
員
に
問
成
す
る
協
合
で
、
町
長

が
貧
困
な
世
稀
で
あ
る
と
・
認
め
る
契
約

者
。

①
非
常
災
獲
が
あ
っ
た
場
合
の
う
ち
、
郵

政
大
臣
の
認
可
を
受
け
た
契
約
者
。

八
半
額
免
除

V

昭
和
四
十
三
年
度

青
年
学
級
開
設

勤
労
青
年
の
学
習
の
場
と
し
て
、
本

年
度
も
、
四
月
か
ら
四
十
四
年
三
月
ま

で
、
次
の
叫
円
年
学
級
を
開
設
し
ま
す
。

泊
、
五
箇
庄
、
大
家
庄
、
山
崎
（
以

上
国
庫
補
助
学
級
）
、
南
間
体
、
蛭
谷
、

笹
川
、
宮
崎
、
境
の
九
学
級
で
、
い
ず

れ
も
各
地
区
の
勤
労
背
年
の
申
請
に
よ

っ
て
附
設
さ
れ
る
も
の
で
す
。

身
体
陣
容
者
手
帳
を
所
持
す
る
、
視
覚

障
答
者
ま
た
は
、
聴
覚
障
省
者
が
住
民

票
に
よ
る
世
務
主
で
あ
る
場
合
で
、
本

人
が
契
約
す
る
受
信
契
約
。

（
民
生
訓
）

一
図

宮

新

刊

案

内

比

朝
日
町
し
仏
関
携
関

タ
ラ
タ
ラ
日
記

身
近
か
な
危
険

夏

草

の

蹴

蛍
の
泡
ふ
be

ペ
テ

ン
師
物
語

け
も
の
の
眠
り

基
原
な
き
八
万
の
死
者

指
命
の
天
守
閣

学
問
の
す
す
め

碩
の
良
い
子
に
育
て
る
本

続
徳
川
の
夫
人
た
ち

日
本
の
詩
歌

愛

の

重

荷

郷
土
の
味
め
ぐ
り

江
戸
の
犯
科
帳

坂
口
三
千
代

野
田
金
次
郎

司
馬
遼
大
郎

安
－
W
和

児

梶

山

手

之

菊

村

到

角

間

関

子

永

井

路

子

福

沢

論

上ロ

林

掛
吉

屋

信

子

斉

必

茂

吉

源

氏

鵡

火

多
聞
鉄
之
助

多

岐

川

恭

働
き
な
が
ら
学
ぶ
青
年
諸
君
は
、
み

な
さ
ん
に
よ
せ
る
町
民
の
期
待
に
こ
た

え
、
よ
り
よ
い
学
醤
成
果
を
め
ざ
し
、

技
能
の
修
得
に
、
自
己
の
研
磨
に
努
め

て
く
．
た
さ
レ
c

ま
た
家
庭
や
地
域
の
み
な
さ
ん
も
、

こ
れ
ら
働
く
青
年
た
ち
の
ま
じ
め
な
学

留
活
動
に
対
し
‘
深
レ
ご
開
解
と
あ
た

た
か
い
変
情
に
よ
っ
て
、
ご
協
力
〈
．た

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（教
育
委
員
会
）
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欲
望
の
ラ
ッ
シ
ュ

別

居

夫

人

世
界
人
物
事
典

飢

餓

海

峡

盆
栽
づ
く
り
百
科

，o
nu
no
 

軍

国

常

雄

船

山

馨

魚
津
市
役
所

柴
田
錬
三
郎

問

良

一

主

婦

の

友

瀬
戸
内
硝
美

鎖

国

三

郎

有
吉
佐
和
子

蹴

舜

臣

泉

大

八

黒

岩

重

吾

註

文

社

水

上

勉

加

藤

照

宮

同州
と
共
に
去
り
ぬ
上
中
下
ミ
ツ
チ
エ
作

日

本

の

釣

り

百

科

服

部

善

郎

外

民

宿

案

内

渋

谷

高

弘

キ
ャ
ン
プ
ハ
イ
キ
ン

グ

中

村

謙

虚

業

集

団

清

水

一

行

幕
末
の
人
生

山
手
樹
一
郎

片

隅

の

迷

路

開

高

健

県

い

版

刷

結

川

哲

也

わ

が

闘

争

堤

玲

子

逃

亡

者

佐

賀

潜

胤
色
日
本
の
美
術
9
（
中
世
と
鎌
倉
彫
刻
）

式

僻

強

拶

全

集

坪

井

製

格

綿

ス

ピ

ー

チ

全

密

集

文

館

縞

現
代
の
式
僻
と
侠
拶
日
本
弁
論
研
究
会

司

会

と

話

し

方

全

密

集

文

館

側

鶴

千

之

介

南

条

範

夫

昭
和
つ
れ
づ
れ
ネ

竹
中
慶
大
郎

統
附
和
つ
れ
づ
れ
草
竹
中
慶
太
郎

大

門

大

橋

の

今

北

口

大

木

和

平

湘
花
械
句
鏡

野

村

淳
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七
月
七
日
（
予
定
）
は

参

議

院

議

員

選

挙

⑥
選
挙
法
は
変
わ
っ

て
い
な
い

こ
ん
ど
の
参
議
院
離
員
選

挙
か
ら
選
挙
法
が
改
正
さ
れ

て
、
戸
別
訪
問
が
か
な
り
自

由
に
な
っ
た
り
、
文
谷
類
な

ど
の
形
式
犯
が
ゆ
る
や
か
に

さ
れ
る
．た
ろ
う
と
い
う
よ
う

な
問
題
が
マ
ス
コ
ミ
で
論
議

さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
て
、

一

般
に
な
ん
と
な
く
選
挙
の
と

り
締
り
が
ゆ
る
く
な
っ
た
よ

う
な
ム
l
ド
が
あ
り
ま
す
が

こ
れ
は
間
違
い
で
あ
っ
て
、

選
挙
法
は
け
っ
し
て
変
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
か
ら
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

⑨
遭
挙
法
の
常
識

①
選
挙
す
る
資
格

日
本
国
民
で
あ
っ
て
、
年
令
満
二
十
才

以
上
で
あ
れ
ば
禁
治
産
者
の
宣
告
や
一
定

の
刑
罰
を
う
け
て
い
な
い
限
り
誰
で
も
選

挙
権
を
有
す
る
。
た
だ
、
実
際
に
選
滋
憶

を
行
使
す
る
た
め
に
は
、
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
、
こ
れ

に
鷲
鑑
さ
れ
て
い
な
い
と
、
た
と
・
4

ん
選
第

栂
が
あ
っ
て
も
投
票
が
で
き
な
い
。

①
市
午
前
運
動
は
禁
止
さ
れ
る

」

選
核
運
動
の
で
・8
る
の

て

は
、
立
候
補
の
脂
出
の
臼

．Z
か
ら
投
瓜
H
の
前
日
ま
で

stづ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
立

ヲ‘、

候
補
届
出
前
の
選
挙
運
動

＝

、

、

は
い
わ
ゆ
る
事
前
運
動
と

ぺ

閉

し
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

＼

ル

ハ

八
違
反
の
例
V

こ一
L
え

’
d

（

第
三
者
一
か
立
候
補
予
定

バ

J
者
と
共
謀
し
て
、

一．0
0

「
、

先
生
を
囲
む
会
」
の
名
目

で
有
継
者
多
数
を
招
待
し
て
、
そ
の
席
上

「
来
る
べ
き
選
挙
に

O
O先
生
が
立
候
補

す
る
か
ら
よ
ろ
し
く
糊
む
」
と
減
税
し
た

も
の
。

⑤
買
収
、
供
応
に
は
注
意

選
準
運
動
の
た
め
に
お
金
を
や
っ
た
り

ご
ち
そ
う
を
し
た
り
、
さ
れ
た
り
す
る
こ

と
や
、
候
補
者
、
選
準
入
、
選
捗
運
動
員

を
お
ど
か
し
た
り
、
演
説
、
集
会
、
交
通

等
を
妨
害
し
た
り、

選
挙
用
の
ポ
ス
タ
ー

を
破
い
た
り
し
て
、
選
挙
の
自
由
を
さ
ま

た
げ
る
と
処
罰
さ
れ
る
。

〈
違
反
の
例

V

運
動
員
が
選
挙
人
を
後
般
会
結
成
名
識

で
集
め
、
酒
食
を
ふ
る
ま
い
、
席
上
で
候

補
者
が
あ
い
さ
っ
し
た
も
の
。

部
宮
崎
会
、
町
内
会
、
同
好
会
、
後
援
会

な
ど
の
会
合
に
、
酒
食
を
も
っ
て
あ
い
・
さ

つ
に
出
、
投
裂
を
依
頼
し
た
も
の
レ

①
戸
別
訪
問
は
で
き
な
い

選
挙
運
動
の
た
め
に
、
二
戸
一
戸
訪
ね

て
ま
わ
る
こ
と
は
、
戸
別
訪
問
と
し
て
禁

止
さ
れ
て
い
る
。
会
社
、
工
場
な
ど
を
訪

ね
る
こ
と
も
い
け
な
い
し
、
各
戸
合
訪
問

す
る
つ
も
り
で
、

一
戸
だ
け
を
訪
ね
て
も

や
は
り
戸
別
訪
問
に
な
る
。

し
か
し
床
屋

と
か
商
店
で
、
た
ま
た
ま
き
た
人
に
、
そ

こ
の
主
人
が
投
票
を
依
頼
す
る
こ
と
や
、

電
話
で
投
票
を
依
頼
し
た
り
、
道
路
や
バ

一
税
務

よ

り

年
税
額
一
万
円
で

ニ
五

O
円
か
え
り
ま
す

H
ぜ
い
さ
ん
は
有
利
な
前
納
を
H

納
税
通
知
書
で
か
ん
た
ん
に
前
納
が
で

き
ま
す
。

年
税
額
一

O
、

0
0
0円
の
町
県
民
税

を
六
月
中
に
前
納
さ
れ
た
と
を
は
次
の
よ

う
に
報
奨
金
を
計
算
し
て
支
払
い
い
た
し

ま
す
。

お
近
く
の
鍋
行
や
農
協
で
も
か
ん
た
ん

に
納
税
が
で
き
ま
す
。

（
税
務
課
）

ス
、
電
車
な
ど
の
禁
物
の
中
で
、
た
ま
た

ま
会

っ
た
人
に
投
票
を
依
頼
す
る

こ
一と

は
、
個
々
面
築
と
い
っ
て
、
し
て
も
さ
し

っ
か
え
な
い
。

①
陣
中
見
舞
い
も
選
拳
違
反

だ
れ
で
も
選
挙
運
動
に
関
し
て
飲
食
物

を
ふ
る
ま
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
た
だ
渇
茶
と
か
、
お
茶
う
け
程

度
の
菓
子
な
ら
さ
し
っ
か
え
な
い
。
ま
た

運
動
員
に
出
す
弁
当
に
つ
い
て
も
、
一
定

の
制
限
の
も
と
に
認
め
ら
れ
る
。

八
違
反
の
例
V

通
行
人
を
選
抜
・
事
務
所
に
呼
び
入
れ
て

酒
食
を
ふ
る
ま
っ
た
も
の
。

陣
中
見
舞
い
と
し
て
酒
食
を
候
補
者
に

贈
っ
た
も
の
。

（
明
か
る
く
正
し
い
選
第

朝
日
町
椛
進
協
議
会
）

一同

税

一月

民県

税

3期（10月）

4期 （1月）

報奨

1期 （6月）

2期 （8月）

町

期納

今

月

は

町

県

民

税

一
期

分

を

納
め
る
月
で
す

納

税

は

期

限

内

に

ぷ〉、
i::l 

町
の
シ
ン
ボ
戸
朝
日
岳
の
残
雪
は
朝
日

に
光
り
、
城
山
眼
下
の
大
海
原
は
夕
日
に

輝
く
。
山
に
、
海
に
、
未
開
発
の
資
源
を

桜
め
た
大
自
然
は
、
町
の
発
展
を
約
束
し

て
い
る
よ
う
だ
。
こ
の
開
発
の
騨
の
カ
ギ

は
、
納
税
の
良
否
が
左
右
す
る
が
、
納
税

協
力
会
の
努
力
で
、
各
税
百
パ

ー
セ
ン
ト

完
納
し
て
、
年
間
十
数
万
円
も
納
税
報
償

金
を
受
け
る
町
内
が
あ
る
反
面
、
納
期
内

に
一
件
も
納
め
ず
、
督
促
状
が
出
て
、
再

三
足
を
運
び
、
手
数
料
、
延
滞
金
を
添
え

ね
ば
、
納
税
で
き
な
い
部
落
も
あ
る
。
従

来
成
績
の
恐
か

っ
た
町
部
も
、
各
町
内
会

が
、
進
ん
で
納
税
協
力
会
を
結
成
し
、
完

納
意
欲
が
向
上
し
つ
つ
あ
る
が
、
こ
と
し

こ
そ
金
町
こ
ぞ
っ
て
納
期
内
納
税
を
達
成

し
て
、
明
治
百
年
を
期
に
、
盛
か
な
町
の

百
年
の
大
計
の
礎
と
し
た
い
も
の
で
す
。

（税
務
課
〉

金
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一
向芝

グ
A
U

え

が

白胃

ガ

ン

j成人 病シ リーズ！

全
世
界
で
は
い
ま
や
ガ

ン
の
問
題
は
人

類
の
病
気
の
中
心
話
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
日
木
で
は
胃
ガ
ン
が
非
常
に
多
く
、

し
か
も
作
々
地
加
の
傾
向
を
示
し
て
い
る

と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

同
ガ
ン
は
、
で
き
た
ば
か
り
の
．こ
く
初

期
に
は
一
般
に
自
覚
症
状
が
な
く
、
た
と

え
あ
っ
て
も
、
自
分
で
は
問
の
具
合
が
悪

い
と
い
う
程
度
の
も
の
で
、
放
慨
し
た
り

適
当
に
問
腸
薬
を
の
ん
で
す
ま
し
て
い
る

場
合
が
多
い
の
で
す
。
こ
ん
な
時
期
に
正

し
い
診
断
を
う
け
な
い
で
、
自
己
紗
断、

自
己
治
療
に
甘
ん
じ
て
い
る
と
、
ガ
ン
は

ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
ガ

ン
が
早
期
で
ま
だ
あ
ま
り
ひ
ろ
が
ら
な
い

う
ち
に
発
見
し
、
円
十
則
に
手
術
さ
え
す
れ

ば
完
全
に
な
お
り
ま
す
。
胃
ガ

ン
が
大
き

ペ
な
ら
な
い
う
ち
に
正
し
く
診
断
す
る
に

は
、
仰
よ
り
精
密
検
査
が
必
要
で
す
。

そ
の
三
つ
の
代
表
的
な
検
茶
会
』
招
介
し

古
AF
1
ν
ト
A
F
Rノ
ω

ω
レ
ン
ト
ゲ
ン
倹
査

問
の
場
合
、
そ
の
ま
ま
出
影
し
た
の
で

は
、
問
の
形
は
・れ
か
り
に
く
い
の
で
、
バ

リ
ュ
ウ

ム
を
の
ん
で
、
い
ろ
い
ろ
の
角
度

か
ら
透
視
し
、
周
壁
の
動
き
ゃ
、
胃
粘
脱

の
横
柚
慨
を
よ
く
観
察
し
、
そ
の
抑
制
度
拙
膨

し
ま
す
。

山

内
視
鏡
検
査

問
内
に
細
い
管
を
掃
入
し
て
、
間
を
内

出
か
ら
、
粘
股
面
を
一
償
援
み
る
検
液
法
で

こ
れ
に
は
こ
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
む
天

然
色
の
擁
影
が
で
き
る
胃
カ
メ
ヲ
之
、
内

面
を
肉
眼
で
み
る
こ
と
が
で
き
る
フ
ァ
イ

バ
ー
ス
コ

ー
プ
と
が
あ

nま
す
。
般
近
で

は
削
方
の
門
医
所
宮
球
ね
た
、
フ
ァ
イ
バ

ー

ス
コ
ー
プ
っ
き
同
力
ノ
ツ
が
・
広
く
川
い
ら

れ
て
い
ま
す
。

ゆ

細
胞
検
査

胃
液
を
そ
の
ま
ま
吸
引
し
た
り
、

円
の

中
を
洗
っ
て
吸
引
し
た
り
し
て
、
同
出恨の

中
に
落
ち
て
い
る
ガ
ン
細
胞
を
さ
が
ナ
と

い
う
検
校
方
法
で
す

U

紗
附
は
、
こ
の
う
ち
の
一
っ
た
付
す
れ

ば
十
分
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
一一

つ
の
検
査
を
併
用
し
て
は
じ
め
て
刊
が
ン

の
早
期
診
断
が
行
な
わ
れ
る
の
で
す
む

い
た
ず
ら
に
ガ
ン
を
恐
れ
て
い
る
．た
け

で
は
い
け
な
レ
の
で
、
聞
の
具
合
が
忠
く

な
っ
た
ら
、

す
ぐ
医
者
に
相
談
す
る
こ
と

で
す
。
ま
た
自
分
で
健
康
だ
と
思
っ
て
レ

る
時
に
、
少
な
く
と
も
年
に

一
回
、

ν
ン

ト
ゲ
ン
検
在
を
う
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い

の
で
す
。
町
で
も
V

ン
ト
ゲ
ン
の
集
団
検

診
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
た

く
さ
ん
の
人
が
う
け
ら
れ
る
よ
う
望
み
ま

す
。

（民
生
課
）

必
ず
予
防
接
種
を
み
・

恐
ろ
し
い
日
本
脳
炎

ニ
と
し
も
、
あ
の
恐
ろ
し
い
日
本
脳
炎

発
生
の
時
期
が
や
っ

て
を
ま
し
た
。
百
本

脳
炎
の
先
生
は
亙
の
中
．
M
引
か
ら
晩
民
に
か

け
て
多
く
、
コ
ガ
タ
ア
カ
イ
ヱ

カ
の
肱
介

に
よ
っ
て
発
病
し
、
特
に
幼
児
と
日
々
・者

に
多
ir
、
ま
っ
た
〈
恐
ろ
し
い
Y

糾
気
で
す
。

－」
山
政
州
を
米
以
…
に
予
防
す
る
た
め
に

・ソ
イ
ル
ス
ぞ
持
つ
仁
均
に
さ
さ
れ
て
も

そ
れ
を
は
ね
の
け
る
抵
抗
力
を
つ
け
ゐ
予

防
鮫
純
を
行
な
い
ま
す
が
、
特
に
次
の
山…

に
－M
心
し
て
〈
五
さ
い
に

ω・
蚊
の
閉
め
つ

l
蚊
の
先
川
！レ一
山
・6
一

－l
健
全
な
児
童
育
成
の
た
め
に

一

－

全
国
初
の
児
童
愛
護
手
当
制
度

L

最
近
、
特
に
児
童
対
慨
が
話
坦
に
な
ウ

て
い
る
折
、
富
山
川
町
で
は
、
会
同
制
の
以

み
と
し
て
、
児
針
変
護
手
引
1
制
肢
を
作

り
、
健
全
な
児
童
の
背
成
に
力
を
入
れ
よ

う
と
、
子
宝
に
恵
ま
れ
た
人
に

J

千
九
を
主

給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
たら

こ
の
制
度
の
内
容
は
、

m
mに
い
え
は

次
の
と
お
り
で
す
。

手
当
の
支
給
を
受
け
る
に
は
、
子
ど
も

を
四
人
（
死
亡
、断
倒
等
に
よ
り
な
く
な

ウ

イ
・
レ
る
子
ど
4
唱
も
鮎
抑
え
て
円
ノ
．H
）
以
上

お
いけ
ち
の
み
で
、
門
人
ー
か
ら
一rの
子
ど

も
か
ん
務
教
行
か
グ
ーっ
て
レ
な
レ
－
M
、川町

内
に

一
年
以
上
川
仇
し
て
レ
る
’
」
乏
が
必

ー安
で
す
ω

子
、
．
央
主
、

．
1

J
－
つ
持
、わ
t
F川
：
「
川
』

自
’v

・
ノ
－v
d
J
1
1
－：

l

て
、
巾
心
身
、
し
れ
あ
必
は
、
ド
仙川勝
本
、
印

山

w
m
l
ve
も
っ
て
役
場
川
小
訟
で
ゲ
ノ
、子
脱
会

を
し
て
く
た
さ
い
ω

（M
山小．訓）

，
 

一

国

民

年

金

に

は

…

保

険

料

免

除

制

度

が

あ

り

ま

す

山

国
民
年
金
に
は
、

生
活
に
因
り
、
保
ら
、
し
な
く
な
る
ま
で
う
け
る
こ
と
が

w

険
料
な
納
め
る
こ
と
が
て
主
な
い
人
の
で
主
ま
す
が
、

「
申
剖
免
除
」
は

一
年

M

た
め
に
、
保
険
料
免
除
の
制
度
が
あ
り
毎
に
巾
舗
を
し
な
お
さ
な
け
れ
ば
な
り

m

ま
す
。

ま
せ
ん
し、

申
請
し
た
時
か
ら
し
か
免

町

二
の
免
除
制
度
は
、

生
活
保
護
法
の
除
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
む

N

生
活
扶
助
や
国
民
年
余
の
障
害
年
金
、

免
除
を
う
け
て
も
年
金
を
う
け
る
さ

M

母
子
福
祉
年
金
を
う
け
て
い
る
人
等
が

い

に
は
、
そ
の
免
除
を
う
け
た
期
間
に

抗
う
け
ら
れ
る

「
法
定
免
除
」
と
、
所
得

つ
い
て
も
一一
一分
の
一
の
年
金
が
支
給
さ

N

が
な
か
っ
た
り
ル
m活
に
困
り、

国
民
年
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
間

間
金
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
大
変
な

民
年
金
の
似
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
人

w

負
担
に
な
る
と
き
に
、
県
知
事
の
承
認
は
、
放
っ
て
お
か
な
い
で
、
保
険
料
の

N

を
う
け
て
免
除
さ
れ
る

「
申
請
免
除
」
免
除
に
つ
い
て
役
渇
国
民
年
金
係
へ
ご

m

と
が
あ
り
ま
す
。

相
談
く
だ
さ
レ
。

町

「
法
定
免
除
」
は
、

該
当
し
た
時
か

芥
駆
除
の
実
施

例
予
防
接
種
l
特
に
十
五
才
米
満
及
び

．A
十
才
以
上
の
按
極
徹
底

川
円
栄
後
と
十
分
な
睡
眠
を
と
り
、
日仙場

小
直
射

H
光
を
さ
け
、
常
に
ウ
イ山戸

ス
を
寄
せ
つ
け
な
い
抵
抗
力
を
つ
け

る
ニ
と
で
す
む

町
で
は
六
月
中
旬
か
ら
予
防
般
阻

含
船
め
ま
す
の
で
進
ん
で
受
け
て
く

れ
き
し
r
o

（民
生
波〕

野
犬
を
見
た
ら

す
ぐ
保
健
所，、

l
犬
の
抑
悩
箱
位
置

l

υ出
か
ら
、
せ

っ
か
く
野
犬
を
捕
獲
し

似
悦
所
へ
引
き
渡
し
て
も
、

抑
留
す
る
場

所
が
な
く
、
ま
わい
い取
近
刑
判
大
被
3
が
れ
地

阪
で
い
杭
山
山
し
て
レ
る
恐
怖
凶
む
か
ら
、
制
川
火

金
敬
述
し
て
、
町
へ
引
き
取
っ
て
ほ
し
い

と
持
ち
こ
ん
で
く
る
家
が
多
く
な
っ

い
℃

（民
生
課）

る
現
状
で
こ
の
ま
ま
で
い
る
と
ま
ず
ま
ず

肝
大
の
航
行
が
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
そ
氷

黙
に
予
防
し
、
町
か
ら
不
用
犬
を
な
く
す

た
め
、
こ
の
程
、黒
部
保
問
所
朝
日
支
所
横

に、

火
の
抑
留
知
を
設
問
し
ま
し
た
。

れ
て
火
は
野
犬
の
始
ま
り
で
す
。
約
て

h

十
八
と
以
わ
れ
る
六
を
町
内
で
見
ら
れ
た
方

口
、
す
く
似
健
所
へ
附
け
て
く
だ
さ
い
ω

（民
生
原
）

H

保
健
衛
生
だ
よ
り
μ

は

見
や
す
い
と
こ
ろ
に
み

今
ま
で
各
純
子
仙
際
的
棚
、
品
開
ル
な
と
は

例
ノ
泊
知
説
、
川
覧
板
で
お
知
ら
せ
し
て

・8
ま
し
た
が
、
同
月
か
ら
一

a

保
健
衛
小・一・に

よ
り
」
で
案
内
し
て
い
ま
す

J

み
の
聞

の
見
や
す
レ
と
こ
ろ
に
似
示
し
て
、
山
分

の
山
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
と
こ
ろ
に
つ
印

な
と
し
て
、
山
め
ら
れ
た
U
時
に
持
冊
、

物
殺
を
党
け
て
r
・仁占ピ
レ
b

（民
L

－

m）
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体
操
・記
録
会
な
ど
盛
大
に

第

七

回

朝

日

町

体

操

祭

山
域
住
民
の
け
前
中
市
に

休
撤
の
実
践
を
促
進
し
、
健

康
で
川
る
い
町
，
つ
く
り
の
推

進
に
都
与
す
る
こ
と
を
門
的

と
す
る
U
本
体
保
然
的
七
凶

朝
日
町
大
会
は
、
快
附
の
いれ仏

パ
二
十
四
日

（
木
）
、
－
7
前

九
時
一一一

O
分
か
ら
小
丸
山
ク

7

ウ
ン
ド
で
、
町
内
の
小
・

中

・
ぬ
校
生
、
保
育
所
幼
児

婦
人
会
な
ど
約
二
、

0
00

人
がお
伊
加
し
て
盛
大
に
開
か

わ
ず
。

午
前
八
時
三
O
分
、
め
駅

前
か
ら
会
場
ま
で
、
出
小
学

校
鼓
筒
隊
を
先
頭
に
、
泊
中

学
校
、
小
川
中
学
校
、
泊
市内

U

伐
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
や
中
学

小
与
に
よ
る
－X
μ
ν

l
ト
ル
－h
な
いい、

川

会
式
の
あ
と
、

ぷ
加
者
全
叫
に
よ
ゐ
ソ
ノ

オ
体
操
を
皮
切
り
に
悩
技
に
入
っ
た
》

保
育
所
幼
児
の
か
わ
レ
レ
遊
戯
、
小

－

中

・
山
川
校
生
の
い
山
手
体
後
、
体
育
〆

〆
λ

内
等
学
校
体
撤
部
の
美
し
レ
川
休
佐
一
平
体

操
、
附
入
会
い
れ
に
よ
る
民
訴
前
．
出
火
に
は

町
一
か
針
決
に
努
め
て
いr
る
位
脱
件
以
（
っ

か
れ
舎
な
く
す
体
撤
）
な
ど
多
彩
以
内
れ

で
時
間
り
あ
げ
、
ま
た
小

・
中
学
作
ほ
抜
に

よ
る
第
二
回
記
録
会
弘
行
え
っ
て
、
年
後

一
一
時
間

O
分
様
会
の
・
ヲ
ち
に
終
f
し
た
じ

’p
トり
刻
〉

（
左
上
）

・：
山
小
学
校
女
子
会
徒
に
よ

る
ダ
ン

ス

一
花
の
愉

一

（が
）
・
：
伝
説
会
の
似
…戦
験
談

’f
凱
ニ
回
記
録
会
五
傑
V

マ
小
学
校
五
年
男
子

（
一
0
0
5

ぬ
川
ナ
崎
兵
一
（
伯
）
日

・
5
①
他
日
正

明
〈
山
崎
）
目
・

8
①
村
上
正
ポ
（
川
）

凶
・
l
①
附
品
在
刷

（
火
山家作一）

日

・

l
h
以
上
大
会
記
録
）
①
れ
削
特
必
（
ム

品川正）

国

・
2
（
大
会
タ
イ
）

〉
小
学
校
五
年
女
子
（

一
O
O
飢）

①
山
口
悠
子

（
削
）
日
・

0
①
小
林
悠

子

（
山
）
同

・

oω
石
版
牧
子
（
耐
保
）

日

・
0
（以
上
大
会
記
録
）

①
川

f
m広

子
（
桝
似）

同

・
4
①
・
福
岡
抗
出
（
火

山
本
山
）
凶

・
6

マ
小
学
校
六
年
男
子

（
一
C
C悦
）

①
佐
官μ
N
U

〈
火
山泳
庄）

目
・
4
白
川
↑
れ

誠
治
（
仙
）
日

・
5
＠
加
藤
仲
昨
（
宮

崎）

目
・

6
①
新
聞
隆
嗣
（
伯
〉
日

・

7
①
版
本
附
雄
（
大
家
庄
）
日

・
7

V
小
学
校
六
年
余
子

（
一

o
cg

①
松
倉
京
子

（伯
）
川
門
・
9
（
大
会
記

－M
）
＠
山
本
美
代
〔
南
保
）
日

・
3
＠

訂
版
店
子
（
五
節
正
）
ば
ブ

3
＠
久
保

町
純
子
（
山
崎
）
日

・
4
①
広
川
賊
子

（
大
家
庄
〉

wm
－
4

マ
中
学
校

一
年
則
子

（一
一のどノ
机〉

①
大
村
勝
〈引）
川口

・
。
①
れ
本
修
（
川）

初

・
4
①
水
島
保
弘
（
伯
）
羽

・
6
①

内
岡
山
敏
附
（
泊）

初
・

8
①
藤
井
勲
〈小

川
）
叩

・
8
①
荒
見
担
ニ

（拍
）
引
・

1
①
侮
沢
正
之
（
泊
）
引
・

2
①
野
沢

理
故
（
泊
〉
引

・
4
（以
上
大
会
記
録
）

マ
中
学
校
一
年
女
子
（

一
0
0机
）

①
松
本
政
子
（
泊
）

M
・
6
①
渡
辺
利

子
（
泊
）

M
・
8
（以
上
大
会
記
録）

①
青
島
貞
子
（
小
川
）
目
・

3
①
長
崎

千
加
チ

（小
川
）
目

・
4
①
泊
品
開，
V
穴

（
小
川
）
は
は

・
5
①日
合
同
点
子
（
山〉

行
・
5
①
沢
出
梓
子
（
小
川
）

m
・
5

（一一

0
c
m
）

V
中
学
校
二
年
男
子

①
舟
見
武
志
（
山
）
お

・
9
①
中小
山川正

紳
（
的
）

m
・
9
＠
士
制
俊
和
（
川
）

n
・
0
①
M

松
下
忠
史
（
伯
）
却

・
1
①

双
川
稔
（
山）

mu
・
4

V
中
学
校
二
年
女
子

（
一
O
O
汎
）

①
刈
村
牧
，T

（
泊
）
巾

・
0
＠
西
川
筋

子
戸
ahm）
目
・

1
①
大
倉
敏
子
（
小
川
）

日
・
2
①
鍛
柏
市
災
子
〈
小
川
）
は
M

・

3ω
水
島
喜
美
子
（
泊
）
目

・
4

マ
中
学
校
三
年
男
子

（
二
O
O机）

①
清
水
順
一
（
的
）
幻

・
4
①
勝
開
恒

夫
（
山
）

U
・
5
①
水
山
崎
士口
文
（
川
）

n
・
0
④
桜
田
安
弘
（
伯
）
お

・
1
①

佐
々
木
英
夫
（
小
川
）
羽

・
5
①
土
井

吉
雌
（
泊
）
泊
・

5
①
広
目
指
一
一
（
仙
）

n
・
5
〈以
上
大
会
記
録
〉

－V
中
学
校
三
年
女
子

〈
一
O
C机）

①
水
野
恵
美
子

（
泊
）
目
・

2
（
火
会

記
録
①
w
T
坂
田
鶴
子
（
泊
）
凶
・

4
①

小
林
陽
子
（
泊
）

目
・

4
①
土
井
節
子

（
泊
）
目

・
5
①
山
崎
美
智
子
（小
川）

日
・
8
①
金
井
恵
子

（小
川
）

目

・
8

（
教
背
番
員
会
）

お

カt

い

ね

明
治
百
年
記
念
に
、
明
治
時
代
を
し
の

ぶ
こ
と
の
で
B
る
郷
土
の
写
真
が
ほ
し
い

の
で
、
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
あ
り
市
仇
し

た
ら
教
育
香
川
同
会
へ
ご
辿
絡
く
だ
さ
レ
し

述
絡
先

教
育
委
員
会

T
E
L山
一
一

O
四

（
あ
さ
ひ
編
集
委
員
会
）

2・咽剛・”’・川・”’．，，．．川・”’・・咽川町a・M

i 6月30（日）午前8時30分 ； 
ー泊中学校体育舘 ； 
； 第1回朝日町青年芸能大会 ； 

…… ：監見発表、 i'ilt皮IJ、台、唱、郷土芸能 ……

一般の方の観覧をお待ちします

主 催朝日 !HJ迎合青年凶 ら
第 14園町民

ソフトポール大会

（
．ム
バ
二
十
六
日
小
丸
山
、

的
中
）

決
勝宮

崎
6
1
0泊
二
区

①

広

崎

②
泊
二
区

マ
九
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

春
季
富
山
県
選
手
権
大
会

（一
八
・月
十
二
日

州

中

）

決
勝朝

日
ク
ヲ
プ
2
｜

O
北
陸
電
力
富
山

（
朝
日
町
体
育
協
会
）

’
『

u
n『
U

守，E
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水
稲
多
収
の
か
な
め

回
摘
え
か
ら
の
努
力
も
あ
り
、
安
全
多

収
に
大
切
な
有
効
喜
一散
を
確
保
し
て
、
無

効
分
け
つ
期
も
じ
よ
う
ず
に
き
り
ぬ
け
て

い
た
だ
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
稲
に
は

こ
れ
か
ら
大
切
な
幼
糖
形
成
樹
が
あ
る

の
で
す
。
稲
は
栄
曲
食
生
成
か
ら
ん
γ
…
揃
生
民

に
入
る
の
で
す
。
幼
穂
形
成
か
ら
山
穂
ま

で
の
聞
を
次
の
十
期
に
細
分
し
、
そ
の
時

期
に
は
追
肥
、
そ
の
他
殺
地
伎
術
と
重
要

な
関
連
が
あ
る
の
で
、
特
に
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
の
で
述
べ
て
み
ま
す
と
、

一
期
1
出
穂
二
十
凹
目
前
ご

ろ
に
相
当

し
、
幼
穂
か
二
ミ
リ
ぐ
ら
い
の
長
さ
と

な
り
、
内
外
類
お
よ
び
雌
雄
芯
の
始
原

体
が
で
き
る
時
期
で
、
上
か
ら
数
え

て
四
つ
白
の
節
の
伸
び
る
時
に
相
当
す

る。

二
期
｜
出
穂
二
十
日
前
で
、
幼
胞
が
五
ミ

リ
ぐ
ら
い
の
長
さ
と
な
る
。

三
期
！
出
殿
十
五
日
前
、
幼
栂
は
一
、

五

セ
ン
チ
ぐ
ら
い
ま
で
の
び
て
、
花
粉
ほ

細
胞
の
形
成
が
始
玄
る
。
ま
た
圧
ノ
母

細
胞
の
分
化
も
始
ま
り
、
上
か
ら
第
一一一

節
聞
の
仲
長
期
に
む
相
当
す”の
。

四
期
l
出
穂
十
四
日
前
、
幼
穂
は
二
、
五

セ
ン
チ
と
な
り
、
類
花
の
約
も
伸
長
し

花
粉
母
細
胞
も
よ
く
発
遥
す
る
。
こ
の

時
期
の
追
は
だ
れ
で
も
効
果
が
高
い
時

で
ナ
。

五
期
｜
出
穂
十
二
目
前
、
わ
ず
か
二
日
で

幼
穂
は
八
セ
ン
チ
に
も
た
り
、
花
粉
川町

細
胞
や
駐
ノ
舟
細
胞
の
減
数
分
裂
の
行

な
わ
れ
る
不
良
環
境
に
あ
う
と
不
稔
を

生
じ
や
す
い
。

ζ

と
し
は
国
際
人
権
年
で
す
。
こ
の
凶

六
期
！
出
穂
十
日
前
、

幼
砲
が
十
三
セ

ン

際

人
総
年
と
い
う
の
は
、
戦
後
の
附
和
二

チ
に
も
達
し
、
類
花
は
よ
く
発
達
し
、花

十

三
年
十
二
月
十
日
に
、

国
際
連
合
総
会

粉
の
外
殻
が
形
成
さ
れ
、
上
か
ら
数
方
で
、
世
界
の
す
べ
て
の
人
び
と
の
人
権
を

へ
き
て
節
間
の
伸
長
期
に
相
当
す
る
。

出
す
る
た
め
に
、
H

世
界
人
徳
宜
一軒
M

が
定

七

t
十
期
は
省
略
し
ま
し
た
が
、
稲
め
ら
れ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
こ
と
し
で
尚
二

は
、
こ
の
時
期
は
、
人
閣
で
は
お
産
の
時
十
年
に
な
る
の
で
、

こ
れ
を
記
念
し
て
、

で
大
変
な
の
で
す
c
m
臣
家
の
皆
さ
ん
は

悶
際
連
合
で
、
こ
と
し
を
特
に
人
権
強
調

三

t
四
人
仲
間
で
、

稲
を
良
く
み
て
管
の
年
と
定
め
た
も
の
で
す
。

理
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
失
敗
す
る
こ

こ
れ
に
呼
応
し
て
、

富
山
県
で
も
、
法

と
も
あ
り
ま
す
。
稲
は
肥
料
も
大
切
で
務
尚
や
人
権
陣
護
委
員
会
な
ど
が
中
じ
に

す
が
、

こ
の
時
期
は
同
化
作
用
と
U
光

な
っ
て
、
各
地
で
県
民
の
人
徳
に
対
す
る

の
凶
係
が
よ
り
大
切
で
す
が
、
稲
の
姿
考
え
方
を
深
め
た
り
、
ま
た
こ
れ
を
伸
ば

を
健
康
体
に
な
る
よ
う
に
管
埋
し
ま

し

し

て
ゆ
く
た
め
、
し
ろ
い
ろ
な
記
念
の
運

よ
ぅ
。

助
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

〈
人
選
農
業
改
良
普
及
所
制
円
い
え
所
V

ど
う
か
皆
さ
ん
も
、
二
の
人
柿
年
に
あ

・・＝・
＝＝・3

・・・・霊
至宝－
・・・
三＝－
z
＝・・・
三王室＝
・・・
・

2
2

・z
z
e

・圃・
z
E
M

－－MSEe
－－－
z
＝三一

・圃哩・
2
3

＝Z

司王・・・
三・2
・・2・・・・童書ヨヨ

の

J

②

湯

次

む

電

元

む

合

（

泉

水

た

）

て

代

制

品

を

く
ん
以

せ

真

暗

黙

川

一

せ

協

わ

本

ー極

小

ラ

わ

光

あ

。

山

場

び

A
H

合

観

に

レ

笠

佼

及

に

レ

吋

祭
さ

念

）

問

。

内

観

特

間

山

顕

だ

記

り

H
い

』

是

域

景

）

へ

朝

祈

く

場

自

民

切

朝

さ

週

間

凶

然

り

係

（

、
加

広

昭

締

、

ど

募

問

自

切

氏

光

な

参

1
前

吋

第

は

く

真

公

る

ツ

説

陽

観

念

数

町

湯

、T
M
次

て

て

引

定

説

4

業

岐

組

問

多

寸

元

ω米
員

い
せ

白一

頃

県
に

（

佐

野

家

き

山

。

記

ト

泉

洲

町

定

つ
わ
地
一
一
崎

岳

－

場

中

虚

弱

夏
す
肝
心
温
古
川
肝
（

に

合

記

母ω
宮

臼

ラ

日

役

は

川

岳

ま

ね

川

前

∞

名

他

い

配

佐

伊

、

朝

カ

お

町

家

て

U
U
し

I
ト

午

し

叩

の
明

者

2
4
山
ら
沼
市
月

H
蒸
し
V

岳

朝

施

6
r

そ

川

町

応

城

か

白

川
朝
写
つ

自

の

実

日

所

刻

賀

氏

、
）

日

一

一

一

一

一

に

o

明

例

り

場

時

人

経

∞

月

組

品

切

什

査

制

レ

喧

恒

お

合

合

集

日

日

守

主

作
締

送

審

詳

さ

「〉

と

期

集

集

会

募

一

刃

①

①

①

①

①

「
こ
と

し

は

｝

国
際
人
権
年

L

ま

ず

も

や

せ

人

権

守

る

勇

気

の

火

りよ？ミ光観

た
っ
て
、
も
う

一
度
人
縫
の
大
切
さ
を
よ

く
考
え
、
み
ん
な
で
こ
れ
を
守
り
脊
て
て

ゆ
く
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
皆
さ
ん
の
周
聞
に、

人
織
に
つ
い

て
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
泣
寝
入
り

す
る
こ
と
な
く
、
も
よ
り
の
人
権
擁
護
委

員
か
法
務
局
に
相
談
し
て
く
ど
さ
レ
。

制
H
町
で
は
、
毎
パ
第
三
月
附
U
牛
後

一
時
か
ら
泊
職
工
会
館
で
相
談
所
を
開
設

し
て
お
り
ま
す
。

な
お
朝
日
町
の
人
催
擁
護
・
務
員
は
次
の

万
々
で
す
。

朝
日
町
泊
在
問
枯
芳
電
話

－一
一六回

朝
日
町
泊

小
沢

弥
電
話

二一一一一
一

朝
日
町
桜
町
上
回
第
二

世
話
。
一毛

※
人
権
身
上
相
談
の
主
な
内
容

①
自
動
車
事
故
に
よ
る
被
害
の
賠
償
請

求
、
ほ
療
賞
、
休
栄
掛
川部
、
慰
謝
料

作
1

⑦
借
地
、
借
家
事
件

①
離
婚
、
婚
約
不
履
行
、
財
産
分
与
、

品
産
相
続
等
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
に
関

ナ
ゐ
間
凶

高
山
地
方
法
務
局
魚
津
支
局

魚
津
人
権
拷
護
委
員
協
議
会

近
藤
憲
治
さ
ん
（栄
町
）
に

食

滋

庁

長

官

賞

朝
H
町
栄
町
の
米
穀
販
売
業
近
縁
憲
治

さ
ん
は
、
こ
の
ほ
ど
、
富
山
県
米
叙
配
給

改
選
m
協
会
か
ら
、
優
良
米
穀
販
先
梁
者
と

し
て
、
食
糧
庁
長
官
貨
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。

（

総

務
課
）

ニ
等
陸
海
空
士

自

衛

官

募

一
、
身
分
待
遇

特
別
臓
の
国
家
公
務
員
で、
衣
・
食
・

佐
は
無
料
で
す
。

給
与
は
本
体
に
賞
与
、

手
当
等
JK
合

集

ヲ
月

u
n
w
u
n
n
u

め
る
と
、
初
任
給
で
も
平
均
四
万
円
位

に
な
り
ま
す
。

一
、
応
募
資
倦

十
八
才
以
上
二
十
一丸
才
米
満
の
男
子

志
願
に
つ
い
て
の
柑
談
は
、
役
場
総
務

課
ま
仁
は
自
南
隊
富
山
地
方
連
絡
部
へ
問

い
あ
わ
せ
く
ど
さ
い
。

（
総
務
課
〉

民
俗
資
料
展
に

ご

協

力

を

明
治
訂
作
然
記
念
行
事
の
一
つ
と
し
て

中
火
公
民
館
で
は
民
俗
資
料
震
の
開
催

〈
予
定
十
一

月
）
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
家
庭
で
す
で
に
使
用
さ
れ
て

レ
な
い
で
、
物
置
な
ど
に
し
ま
わ
れ
て
い

る、

次
に
あ
げ
る
古
い
道
具
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ま
こ
と
に
お
手
数
で
す
が
、
教
脊

・
安
員
会
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

て

農

具
や
農
作
業
の
服
装

一
、
漁
具
、
メ
ン
バ
、
浜
げ
た
な
ど

て

隠

号
の
つ
い
た
の
れ
ん
（
明
治
大
正

時
代
の
も
の
）
、
公
立
て
、
銭
箱
な
ど

て

い
ろ
り
に
か
け
て
あ
っ
た
、

ー国一
在、

鉄
び
ん
、
消
火
器
具
な
ど

（中
央
公
民
館
）

郵

便

局

だ

よ

り

い
よ
レ
ょ
、
七
月

一
白
か
ら
郵
便
番
号

を
記
載
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
こ

の
た
び
、
邸
使
醤
号
簿
を
各
家
庭
へ
配
布

し
ま
し
た
が
、
配
布
も
れ
の
家
庭
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
虫
色
泊
郵
便
局
へ
ご
連
絡
く

．た
さ
い
。

（泊
郵
便
局
）
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